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著者抄録:法政大学では，専門職大学院の制度の発足に伴って，イノベーション・マネージメン
ト研究科を 2004年に設置した。本稿では，その中のコースのひとつであるMBIT(Master of
Business Information Technology)について述べる。イノベーション･マネージメント研究科の目
的は，イノベーションが起こせるようにマネージメントすることであるが，MBITコースでは，
情報技術に重点をおいている。MBITコースに設置された科目は，プログラミングに関する概念，
革新的なソフトウェアを生み出す方法，大規模で複雑なシステムの開発に対する考え方の三つ

に類別される。これらの類別を横断する重要な考え方はオブジェクト指向であり，重要な技術的

な流れはオープンソースソフトウェアである。
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Abstract : Hosei University established Business School of Innovation Management in 2004.
This year, a new graduate school system oriented to professional schools started in Japan.
Hosei  Business  School  has  two  courses,  one  of  which  is  called  Master  of  Business
Information  Technology.  This  school  is  designated  to  study  management  promoting  of
innovation. The course provides concepts of programming, methods to produce innovative
software systems, development of large scale software systems. In particular, object oriented
methods and open software systems are extensively studied. 
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1. はじめに
研究科の名前はカタカナのためもあるがいさ

さか長い。大学の組織につけられた名称は｢経済｣

のように例外的に二文字はあるが，伝統的には，

「法」，「文」，「工」などのように一文字であった。

しかし，近年になって，その組織の使命をより

明確にするためにかなり長い名前が使われるよ

うになってきた。この研究科もそうである。

これから述べるイノベーション・マネージメ

ント研究科は，専門職大学院と呼ばれる組織に

属している。これまでの大学院は，実態はそうで

ない面も見られたが，研究者を目指しての学問

の場であった。しかし，社会が複雑化するにした

がって，高度で専門的な能力を有する人材の育

成が必要となった。その発端となったのはロース

クールである。

専門職大学院の制度自体は 2003年にスタート
している。この年に既設のビジネススクールが専

門職大学院へ移行した。文部科学省の設置審査を

受けて新しい制度の下に発足した専門職大学院

は 2004年からである。2004年にはロースクール

やビジネススクールなどが発足した。また，2005
年には会計の専門職大学院が新たに加わる予定

である。

法政大学での組織は次のようになっている。専

門職大学院と呼ばれる組織の下に，法務研究科

(ロースクール)とイノベーション・マネージメン
ト研究科(ビジネススクール)が設置されている。
イノベーション・マネージメント研究科には同

名のイノベーション・マネージメント専攻が設

置ある。その下に MBA と呼ばれるコースと
MBITと呼ばれるコースが設置され，それぞれ
のコースは，「ITの分かる企業家」，「ビジネスの
分かる IT技術者」を使命としている。

MBITコースは，2000年に設立された ITプロ
フェッショナルコース（ITPC）を引き継いでい
る。1990年代の後半に ITブームが起こり IT技
術者の確保が急務であったが，この社会の要請

にいち早く対応したのが ITPCであった。情報科
学・技術を大学では学ばなかったが，職業とし

て ITの技術に携わるようになった社会人，これ
から ITの分野で活躍したいと思っている社会人



への「IT分野への転換教育」を目的としていた。学
期初めの導入コース，夏の集中講義など工夫を

こらして 1年制の修士課程として発足した。4年
間で 100人以上の卒業生を送り出し一定の成果
を挙げたが，専門職大学院の発足にともなって

イノベーション・マネージメント研究科のひと

つのコースとして再出発することとなった。

2. イノベーションをマネージメントする
　２１世紀は不確実性の時代である。プロセッサ

の処理速度やメモリの容量が 18ヶ月毎に２倍と
なる ITの分野では，この急激な進歩のため技術
開発はきわめて難しい。マーケットの予測はさら

に難しく，しばしば，時期尚早のものを作った

り，あるいは，開発が終わったときはすでに陳

腐化しているものを作ったりということが起こ

る。あるいは，マーケットの立ち上げがうまくい

かず関心を引かない製品を作ってしまうという

こともある。一方で，開発もうまくいき，マーケ

ットもうまく立ち上げたときの先行者の利益は

極めて大きい。

　不確実性の時代に企業を起こしたり成長させ

たりあるいは生き残らせたりするための唯一の

手段は，イノベーションを続けることだといっ

ても過言でない。技術が進歩している時代にあっ

て同じものを作り続けるわけには行かない。必ず，

競争力の高い技術が出てきて古い技術に取って

代わる。イノベーションは攻撃的であるが，この

ようなことを避けるために防御的なときもある。

　イノベーションそのものを教えることは出来

ないが，イノベーションが起こるようにマネー

ジメントの仕方を教えることは出来る。イノベー

ション･マネージメント研究科でのMBITコース
は技術の面を，MBAコースは経営の面を強調し
てのイノベーションを起こすためのマネージメ

ントの教育である。

　イノベーションが絶え間なく起こり，しかも，

大きな影響力を与えているグループがある。オー

プン･ソース･ソフトウェアの世界である。オペレ

ーティングシステム (Linux)，ウェブサーバ
(Apache)，アプリケーションサーバ(JBoss)，デ
ータベースサーバ (PostgreSQL)，会計ソフト
(Compiere)をはじめとするフリーのソフトが公
開されている。特に Source Forgeを用いてソー
スコードを公開している場合には，毎日変化し

ていく開発中のコードを見ることができるので

刻々と変化する開発現場を詳細に知ることがで

きる。オープン･ソース･ソフトウェアが成功して

いる大きな要因は，ソースコードまでさらには

開発過程まで公開して，開発仲間だけではなく

興味のある人たちの直接参加を促進しているこ

とにある。これがインターネットを介して行われ

るため，参加者数は企業での開発の比ではない。

また，開発能力も世界の頭脳が集まる場合があ

り格段に高い。また，ここでの経験が次の発想を

生み新たなイノベーションを起こす。そのひとつ

の例を挙げてみる。

　ウェブでのホームページを動的に作り出すプ

ログラムにStrutsというのがある。機能は優れて
いるのだが，レイアウトのコードを書くのに手

間がかかる。これを軽減するために，レイアウト

を簡単に行えるプログラム (Struts-Layout と
Displaytag)の開発が手がけられている。さらに，
そんなことも面倒くさいので，フローチャート

のようなアクティビティー図を書けば全てのコ

ードを自動的に生成する新たなプログラム

(AndroMDA)が，開発中のDisplaytagを使って
開発されつつある。筆者はこれを用いてアプリケ

ーションプログラムを書いているが，これまで

はそれぞれが出来上がってからでないと次のプ

ログラムの開発に進めなかった。しかし，オープ

ン･ソース･ソフトウェアの世界では開発中のプ

ログラムを使って次のプルグラムを開発するこ

とができる。これは，進行中のイノベーションの

上に次のイノベーションを着手しているため，

イノベーションを速いサイクルで回転させるこ

とができる。

　オープン･ソース･ソフトウェアの世界から学

べることは，経験の場を作ることがイノベーシ

ョンをマネージメントする上で重要だというこ

とである。もちろん何を経験させるかが必要にな

るが，それは不確実性を減少させるものでなく

てはならない。次にあげることが考えられる。①

情報科学･技術の現状を十分に把握させる。②将

来の技術を予見できるようにする。③異文化にな

るべく触れるようにしアンテナを高くする。

3. カリキュラム
イノベーション･マネージメント研究科の修業

年限は 1年で社会人が対象である。一年は５学期
に分けられている。4月の導入集中，5-7月の前
期，8-9月の夏期，10-12月の後期，1-3月の期
末集中の学期となっている。導入集中では，ITや
経営を必ずしも体系的に学んでいない社会人に



専門的な科目を受講できるようにするたに，基

礎となる科目を集中的に教えスタートラインに

たたせる。前期，夏期，後期は通常の講義･演習

が行われる。期末集中はプロジェクトを完成させ

る。

プロジェクトは，通常の修士課程での修士論

文に代わるものである。修士論文が研究の独創性

を問うのに対し，プロジェクトは高度な専門性

を有しているかを問う。MBITであれば，IT分野
でのシステム（例えば特許事務所で使う特許管

理システム）を提案してその設計･実装･評価を

行うことで高度な技術を有することを示したり，

あるいは，IT分野でのビジネスモデル（例えば
塾での遠隔教育システム）を提案し，計画，実

施（机上），評価（机上）を行うことで高度な

技術力を背景に企画力を示す。

イノベーション・マネージメント研究科で履

修すべき単位数は 48単位である。通常の修士課
程では履修すべき単位数が 30単位であるので，
1年でかなり多くの単位を取得することとなる。
科目は，MBIT科目，コラボレーション科目，
MBA科目に分かれている。MBIT科目と，MBA
科目はそれぞれのコースの学生が履修すべき科

目で，MBITコースの学生であればMBIT科目
から 16単位以上履修する必要がある。コラボレ
ーション科目は両方のコースの学生が履修すべ

き科目である。また，プロジェクトの単位数は

10単位である。
MBIT科目には次のものが含まれる。アドバン
ス･プログラミング，データ･情報資源管理の理

論と実際，ビジネスプロセス/データ分析･設計，
知識マネージメント，システムインテグレーシ

ョン，ネットワークとセキュリティ，エンター

プライズシステム概論，エンタープライズシス

テム実例研究，ITビジネス特別講義。
コラボレーション科目には次のものが含まれ

る。eビジネスと情報技術の体系，Webアプリケ
ーション，経営イノベーション体系，経営戦略

とプロジェクトマネージメント，eビジネスと
IT製品開発，生産･技術イノベーション，研究開
発管理論，ビジネスと法，日本語プレゼンテー

ション技法，英語プレゼンテーション技法。

MBA科目には次の科目が含まれる。経営戦略
特論，組織･人材イノベーション，マーケティン

グ，流通イノベーション，ファイナンス，財務

会計論，管理会計論，ベンチャーキャピタリス

ト論，企業家活動論，企業･新規事業論，企業倫

理。

4. コラボレーション
イノベーション･マネージメント研究科のひと

つの特色はコラボレーションにある。イノベーシ

ョンを進める上で異文化との交流は大きな役割

を果たすが，コラボレーションの目的もここに

ある。この研究科でのコラボレーションの形態は

三つある。

ひとつはコラボレーション科目である。この科

目はMBITとMBAコースの両方の学生が履修
すべき科目であるため，ここの研究科の卒業生

であればコラボレーション科目については知識

を共有している。また，科目の内容でも工夫がな

されており，情報科学･技術と経営学を融合して

講義・演習を行っている。

もうひとつは教員同士のコラボレーションで

ある。コラボレーション科目とプロジェクトにつ

いては情報科学を専門とする教員と経営学を専

門とする教員が協力して運営している。これによ

り，教員相互の理解が進みむとともに将来的に

は共同研究が生まれる可能性がある。ここからも

イノベーションが生まれることが期待される。特

に，教育にかかわるイノベーションは大学教育

の改善にとってきわめて重要である。

最後のひとつは学生同士のコラボレーション

である。学生の入学前の履歴はさまざまである。

出身学部も異なるし経験した職種も異なる。これ

が学生の間に有益な刺激を作り出し，サークル

のようなグループを生み出す。さらに起業へと進

むこともある。ITPCで起こったことではあるが，
初年度の学生たちが自らウェブのサーバを立ち

上げ，ホームページを作成した。さらには，ビジ

ネスモデルにかかわる特許申請のニュースを配

信するサービスを始め，最終的に，特許事務所

と中小企業の間に入って特許申請のサービスを

行う会社を立ち上げた。同じ様なことがイノベー

ション･マネージメント研究科でも起こりつつあ

り，コラボレーションの成果は現れつつある。

5. MBITコース
　 MBIT コ ー ス は ， MOT(Management  of
Technology)とは異なり，情報技術に特化してい
る。MOTがものづくりでの技術管理であるのに
対し，MBITは情報技術，特に，ソフトウェア
システムに重点をおいた技術管理ということに

なる。従来のものづくりと情報技術（ソフトウェ



アシステム）を比較したとき，もっとも大きな

差は論理的な複雑さの違いである。ものづくりが

電気，機械，化学などの理論に基づいて組み立

てられているのに対し，情報技術は複雑系であ

る。

　情報技術は，要求仕様を定めソフトウェアシ

ステムで実現することになるが，これは人間が

持っている知識をコンピュータのプログラムに

変換することと等価である。人間が持っている知

識は，訓練などを通して伝えることができる暗

黙知と数式などで記述することができる形式知

に分けることができる。情報技術の開発は暗黙知

や形式知をデジタル知(コンピュータのプログラ
ムをここではこのようにあらわすことにする)に
変えていく知的創造と考えることができる。一橋

大学の野中教授が組織的な知識創造の中で，暗

黙知から形式知を，形式知から暗黙知をスパイ

ラルに形成していくことで知識が創造されると

述べているが，ソフトウェアの開発においても

これと同様なことが発生する。

　MBITの科目については先にあげたが，この
科目は３つにグループ分けすることができる。ひ

とつはプログラミングに関する概念であり，ひ

とつは革新的なソフトウェアを生み出す方法で

あり，残りのひとつは大規模で複雑なシステム

の開発に対する考え方である。

　プログラミングに関する概念では，オブジェ

クト指向の考え方を学ぶ。オブジェクト指向の考

え方はソフトウェアシステムの体系的な構成を

可能にした。オブジェクト指向ではクラスと呼ば

れる部品を組み合わせることで，大規模なシス

テムも小規模なシステムも設計することができ

る。クラスは，ハードウェアでのねじなどと同じ

ように，再利用が可能であるため，新しいシス

テムを作るときでも，インターネットを介して

既成のクラスを集めてくることで新たに設計す

る部分を少なくすることができる。このため，オ

ブジェクト指向を導入することで高い生産性を

得ることができる。プログラミング言語の Java
はオブジェクト指向である。多くの講義の中で

Javaを用いるため，Javaで書かれたプログラ
ムを通してオブジェクト指向の考え方を学べる

ようになっている。

　革新的なソフトウェアシステムを生み出すた

めには，組織的な知識の創造を必要とするので，

暗黙知と形式知をスパイラルに発展させていく

方法について具体的に学ぶ。新しいシステムの考

え方がまとまった後では，それを分析し，要求

仕様の形で表し，システムを設計し，プログラ

ムで実装し，評価するということが必要になる

が，それぞれのフェーズでどのようにまとめた

らよいのかについて演習や実習も含めて具体的

に学ぶようになっている。

　大規模なシステムの開発については，ネット

ワークの技術やエンタープライズシステムがど

のようになっているかを学ぶ。

6. エンタープライズシステム概論
エンタープライズシステム概論は，大規模な

システムの開発について，企業で用いられる基

幹システムの立場から述べたものである。オブジ

ェクト指向の考え方が広まり，それに基づいた

ソフトウェアシステムが多く実現されるに従っ

て，共有できるソフトウェアの資産が多くなっ

てきた。

ERPを始めとするエンタープライズシステム
は，従来は専用のソフトウェアシステムで作ら

れていたが，データベースサーバ，アプリケー

ションサーバ，ウェブサーバなどがフリーソフ

トウェアで提供されるようになり，それほど費

用をかけないでも開発が可能になってきた。この

講義では，これらのソフトウェアを用いてエン

タープライズシステムをどのように開発したら

よいかを，筆者が実際に開発したインターネッ

ト会話システムを用いて説明する。

筆者の研究テーマのひとつはプログラミング

なしにソフトウェアを開発できる手法を確立す

ることである。デジタル化が進むに従って，家電

から自動車，製造業から金融業，サービス産業

まで相当量のソフトウェアシステムで装備され

ることになりデジタル化の傾向は加速化されて

さえいる。この傾向が続くならば想像を超えるよ

うな人数のプログラマが必要となる。これにも増

して，ソフトウェアの開発現場で生じる大きな

問題は開発中に頻繁に起こる仕様の変更である。

たった一行の要求仕様の変更が，数十日のプロ

グラムのやり直しにつながることもまれではな

く，納期が決まっていたり，開発費が限られて

いる現場では大変な混乱となる。

エンタープライズシステムのような複雑で大

規模なシステムの開発では，開発の進展にとと

もに明らかになるものが多いために，開発中の

要求仕様の変更を避けることはできない。ソフト

ウェアの開発の方法論はソフトウェア工学の中



で論じられている。要求仕様からはじめて，設計，

実装，テストへとトップダウンで開発を行うウ

ォータフローモデルから，要求仕様とテストの

間を繰り返しながら開発を行うRUP（ラショナ
ル･ユニファイド･プロセス）へと開発手法は変

ってきているが，頻繁に要求仕様の変更が発生

する現場ではもっと画期的なモデルを必要とし

ている。

今日最も有力な考え方は，要求仕様をダイア

グラムで表し，それ以降は自動化するというも

のである。コンピュータの歴史を振り返ってみる

と，０と１の２進数でプログラムを書いた最も

初期の時代から，命令を分かりやすいニーモニ

ックで表しアセンブリ言語でプログラムを書い

た 時 代 に 移 り ， さ ら に

COBOL,FORTLAN,C,Javaなどのプログラミン
グ言語の時代を経てきた。これらは，自動変換の

より高次化であると考えることができる。要求仕

様をダイアグラムで表し，それをプログラムに

自動的に変換するということは，コンピュータ

のこれまでの歴史を考えれば必然の流れといえ

る。

エンタープライズシステム概論の講義の中で

は，要求仕様を UML(ユニファイド・モデリン
グ・ランゲージ)で記述し，後は，自動的にシス
テムに変換させるという演習が組み込んである。

イノベーション・マネージメント研究科へ入学

する学生は，十分なプログラミング能力を有し

ているとは限らない。しかし，社会人としての経

験があるため，職業としていたアプリケーショ

ンについてはよく理解をしている。このため，こ

のアプリケーションについては要求仕様をまと

める準備ができていると考えることができる。要

求仕様を UMLで表現できるように少し訓練し

なければならないが暗黙知の形で理解していた

アプリケーションをデジタル知へ変換すること

により組織的な知識創造のノーハウを知ること

ができる。

さらに，この講義を通してシステム設計の専

門家の助けを借りずにアプリケーションに熟知

している人が自動変換可能な要求仕様を記述で

きるかという問いに解を出したい。これがもし可

能だとするとソフトウェアの開発は革命的に変

化する。講義の中では簡単なことしかできないの

で，興味のある学生に対しては，プロジェクト

の中でまとまったアプリケーションをこの方法

を用いて開発してもらっている。まだ，完全に自

動化できるというところまでにはいたっていな

いが，７０－９０％の範囲で自動化が可能にな

っている。

自動生成の演習は学生の反応は概して良好で

ある。開発途上のプログラムを使用するため，説

明書も不十分で動作も不安定なところがあって

決して良い環境ではないが，イノベーションが

起こりつつある現場の雰囲気が察せられるとと

もに，イノベーションが起こった後のことに夢

をめぐらせることができるので，楽しんでいる

ようである。

7. まとめ
　イノベーション・マネージメント研究科は専

門職大学院と呼ばれる新しい制度の中でスター

トした。社会が複雑化する中で，各分野で，高度

に専門的な知識を持った人が必要とされている。

ビジネスの分野でも然りである。特に，ビジネス

の分野での ITの重要性はいうまでもないことで
ある。イノベーション・マネージメント研究科で

は，「経営の分かる IT技術者」を目的とした
MBITコースを用意している。研究科は今年度か

らスタートしたばかりで，２０００年からの

ITPCでの経験はあるものの，実験的なところが
ないわけではない。外部に講義を公開したり，シ

ンポジウムを開いてイノベーションのマネージ

メントとは何かを改めて議論したり，企業で活

躍している方に客員教授になっていただいてよ

り実務的な講義を分担してもらったりして，新

しい教育モデルの開発を行っている。研究科その

ものがイノベーションといっても過言ではない

状態であるが，ここでの熱気はこれまでの大学

教育の比ではない。
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